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問 ⑴　
国
に
よ
り
現
在
市
内
の
木

曽
川
堤
防
補
強
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
本
市
の
堤
防
の
危

険
箇
所
及
び
対
策
を
尋
ね
る
。

⑵　
防
災
訓
練
は
、
地
域
の
生

活
環
境
に
あ
っ
た
訓
練
を
行
う

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
河
川

と
密
接
な
生
活
環
境
に
あ
る
本

市
で
は
、
災
害
時
に
船
の
利
用

を
想
定
し
た
訓
練
な
ど
を
取
り

入
れ
て
み
て
は
ど
う
か
。

⑶　
保
育
所
な
ど
幼
児
が
通
う

施
設
で
は
救
命
胴
衣
が
順
次
支

給
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
市

民
に
も
支
給
を
拡
大
で
き
な

い
か
。　

  

答 

開
発
部
長

⑴　

本
市
の
地
域
防
災
計
画
の

重
要
水
防
箇
所
と
し
て
、
国
が

管
理
す
る
木
曽
川
の
堤
防
を
示

し
て
い
る
。
木
曽
川
の
高
潮
対

策
区
間
で
、
未
対
策
の
鍋
田
上

水
門
を
含
む
上
下
流
部
の
国
道

１
号
線
の
尾
張
大
橋
付
近
、
近

鉄
線
の
河
川
橋
部
が
対
象
と

な
る
。

　

今
年
度
も
高
潮
堤
防
補
強
工

事
と
し
て
、
鍋
田
の
上
水
門
改

築
工
事
と
前
ケ
須
高
潮
堤
防
補

強
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

４
月
に
、
県
、
名
古
屋
市
を

は
じ
め
沿
岸
市
町
村
な
ど
と
名

古
屋
港
管
理
組
合
が
構
成
団
体

と
し
て
、
愛
知
県
河
川
海
岸
堤

防
等
地
震
・
津
波
対
策
事
業
促

進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
協
議
会
を
通

じ
て
、
国
へ
強
く
支
援
・
協
力

を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

  

答 

総
務
部
長

⑵　

現
在
実
施
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
の
防
災
訓
練

で
は
、
避
難
誘
導
訓
練
や
避
難

者
名
簿
作
成
な
ど
の
安
否
確
認

訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

船
の
利
用
訓
練
な
ど
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
い
。

⑶　

救
命
胴
衣
は
、
保
育
所
な

ど
幼
児
が
通
う
施
設
に
は
、
24

年
度
か
ら
順
次
整
備
を
行
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
地
区
の
自
主
防
災
会

で
も
救
援
活
動
用
の
救
命
胴

衣
を
整
備
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

一
般
市
民
に
は
、
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
個
人
で
の
購
入
を
お
願
い

し
た
い
。

本
市
を
守
る
堤
防
の

危
険
箇
所
は
ど
こ
か

  

問 

　
漢
詩
の
普
及
に
尽
力
し
、
本

市
の
名
誉
市
民
で
も
あ
る
服
部

擔
風
氏
の
書
斎
で
あ
る
藍
亭

は
、現
在
、平
島
に
移
設
さ
れ
、

有
志
の
藍
亭
保
存
会
に
よ
り
維

持
管
理
さ
れ
て
い
る
が
、
老
朽

化
及
び
保
存
会
会
員
の
減
少
に

よ
り
維
持
管
理
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

　
弥
富
の
誇
る
財
産
と
し
て
、

市
の
文
化
財
に
指
定
を
し
、

守
っ
て
い
く
べ
き
で
は
。

  

答 

市
長

　

藍
亭
は
、
唯
一
の
名
誉
市
民

で
あ
る
服
部
擔
風
の
書
斎
、
書

院
と
し
て
、
明
治
35
年
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
48

年
に
弥
生
小
学
校
に
移
築
さ

れ
、
昭
和
51
年
に
弥
富
町
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
。そ
の
後
、

昭
和
57
年
に
学
校
の
整
備
に
伴

い
文
化
財
の
指
定
を
解
除
さ

無
所
属
ク
ラ
ブ

伊
藤 

正
信 

議
員

れ
、
藍
亭
保
存
会
に
よ
り
市
内

の
個
人
宅
に
移
築
さ
れ
た
。
今

ま
で
の
個
人
宅
の
方
及
び
保
存

会
の
皆
様
の
御
努
力
に
対
し
て

も
大
変
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
服
部
擔
風
氏

や
藍
亭
の
文
化
的
価
値
を
十
分

に
認
識
し
て
い
る
。

　

３
年
後
の
29
年
に
、
生
誕
150

年
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の

年
に
合
わ
せ
て
藍
亭
を
し
か
る

べ
き
場
所
に
移
築
し
、
公
開
で

き
る
よ
う
、
ま
た
文
化
財
の
再

指
定
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

藍
亭
保
存
会
、
文
化
協
会
の

方
々
と
調
整
を
進
め
て
い
き

た
い
。

木
曽
川
堤
防
の
高
潮
対
策
区
間
を

重
要
水
防
箇
所
と
位
置
づ
け
る

再
指
定
を
視
野
に

調
整
し
て
い
き
た
い

藍
亭
を
市
の
文
化
財

に
再
指
定
を

▶
藍
亭




